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陳皮成分の C 型肝炎ウイルス in　vitro 感染系へ の

抑制効果
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【目的】C 型慢性肝炎患者の 血清 ウイル ス 価に対 して ， 人 参養栄湯が低下作用や消失作

用 を持つ こ と， さらに ， 人参養栄湯の 構成生薬で ある五 味子 と陳皮が ヒ トリン パ 球系株

化細胞で ある MOLT −4 細胞 へ の C 型肝炎ウイル ス （HCV ）の吸着を in　Vitroで抑制 し，

五 味子の 活性成分は ゴ ミ シ ン A で あ る こ とも報告 した 且）。そ こ で今回は ， 陳皮の どの 成

分が HCV の 吸着 を抑制するか ， また ゴ ミシ ン A との 相互作用を検討 した
。

1材料お よび方法1
・材料　陳皮（ウチ ダ和漢劉 か ら極性の 違い によ り抽出 した分画を出発材料 と した 。 HCV

血清は ，
皿型で 2

，
400KIUlmL の ウイ ル ス 価を示す患者血清 を用い た 。 ウイル ス 量は

RT −PCR 法にて測定 した 。

・方法　MOLT ・4細胞 （5x105個）または正 常ヒ トリン パ 球（2× 106個）に抽出画分を加

え， 37℃ ，
5％CO2下で 48時間培養 し，　HCV 血清 を加 え ， さらに 6時間培養 した 。 その

後 ， RT ・PCR 法に よ りウイル ス 、量を測定 した。 また ， 同時に直接細胞障害性の 有無を

Alarm 　Blueを用い て調 べ た 。

【結果お よび考察1MOLT・4 細胞 壷感染標的細胞 とした場合，酢酸 ヱ チル 画 分が細胞瞳

害性の ない 用量で活性が陽性であっ た。 陳皮 ， 既知成分で ある 8ynephrine ，　limonene，

hesperidinには活性は認 め られなか っ た 。 さらに ， 活性画分の 分画を進めて い る。

　また，正 常 ヒ トリン パ 球 を感染標的細胞 と酢酸エ チル 画分を作用 させ て も， 活性は認

め られなか っ たが，ゴ ミシ ン A と陳皮の 酢酸 エ チル 画分を合わせ ると互 い に活性を強め

合 うこ とが認められた。

　以 上，HCV の MOLT −4 細胞 また は正 常ヒ トリン パ 球 へ の 吸着を阻害する活性成分が，

酢酸エ チル によ り抽出 され る分画 に含まれて い る こ とが明 らかに なっ た 。

参考文献

　1）Cyong　Jqet　al．　Am ，　J．　Chin．　Med．． 28， 351：360 ， 2000

一94　一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


